
ゴ
シ
ッ
ク
と
は
何
か―

八
世
紀
に
わ
た
る

　
　
西
欧
の
自
問―

パ
ウ
ル
・

フ
ラ
ン
ク
ル

黒
岩
俊
介
　
訳

二
〇
一
六
年
六
月
刊
行

中
央
公
論
美
術
出
版



　
パ
ウ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル （
一
八
七
八―

一
九
六
二
） 

は
プ
ラ
ハ
在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
旧
家
の

出
身
で
、 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た （
一
九
一
〇
）。 

一
九
一
二
〜
二
四
年
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
に
師
事
し
、
ル
ネ
サ
ン

ス
建
築
の
研
究
に
よ
り
大
学
教
授
資
格
を
授
与
さ
れ
、 

ハ
レ
・
ヴ
ィ
テ
ン
ブ
ル
ク
大
学
美
術

史
教
授
に
任
命
さ
れ
た （
一
九
二
一
）。

　
し
か
し
、 

フ
ラ
ン
ク
ル
は
ナ
チ
ス
に
よ
り
一
九
三
三
年
に
ハ
レ
大
学
を
追
放
さ
れ
て
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
へ
渡
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
研
究
所
に
採
用
さ
れ
た
。 

フ
ラ
ン
ク
ル
は
十
二

世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
到
る
ゴ
シ
ッ
ク
研
究
に
と
り
組
み
、 

一
九
六
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
の

が
本
書
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
観
の
思
想
史
的
研
究
の
基
本
的
文
献
で
あ
る
。
な
お
、 

本
書
は
第
二

次
大
戦
後
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た  《
ペ
リ
カ
ン
美
術
史
叢
書
》  

の
フ
ラ
ン
ク
ル
著  『
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
大
成
』（
一
九
六
二
）〈
同
社
既
刊
〉
の
姉
妹
編
で
あ
る
。

　
本
書
に
お
い
て
は
、 

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
独
自
の
芸
術
的
・
文
化
史
的
現
象
を
対

象
に
、 

ゴ
シ
ッ
ク
の
淵
源
と
も
い
え
る
十
二
世
紀
の
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
の
サ
ン
・
ド
ニ
修
道
院

献
堂
の
際
の
言
説
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
、 

八
〇
〇
年
に
わ
た
る
西
欧
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
に

関
す
る
文
献
を
蒐
集
・
考
察
し
、  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
般
の
芸
術
史 

・ 

思
想
史
的
体
系
に
根
本

的
な
影
響
を
与
え
つ
づ
け
た
ゴ
シ
ッ
ク
と
い
う
現
象
を
考
究
し
た
記
念
碑
的
な
一
大
労
作

で
あ
る
と
と
も
に
、 「
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
関
す
る
最
も
包
括
的
な
基
本
文
献
」 （
Ｎ
・
ペ
ヴ
ス

ナ
ー
）
で
あ
る
が
故
に
学
界
に
と
っ
て
必
備
の
書
と
な
ろ
う
。

飯
田
喜
四
郎
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

八
〇
〇
年
に
わ
た
る
ゴ
シ
ッ
ク
観
の
思
想
史
の
見
事
な
包
括
的
考
察

推
薦
の
こ
と
ば

　
本
書
は
一
九
六
〇
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
版
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
原
題Paul 

Frankl,The G
othic-Literary Sources and Interpretations through E

i-

ght C
enturies.

の
全
訳
で
あ
る
。

　
本
訳
業
は
約
二
〇
年
ま
え
に
開
始
さ
れ
、 

姉
妹
編
の 『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
大
成
』 （G

o-

thic A
rchitecture

） 

と
ほ
ぼ
相
前
後
し
て
小
社
よ
り
双
方
と
も
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
基
本
書
と
し
て
は
、 

フ
ォ
ン
・
ジ
ム
ソ
ン
と
パ
ノ
フ
ス
キ

ー
の
他
社
刊
行
の
邦
訳
が
す
で
に
あ
る
が
、 

こ
こ
に
ゼ
ー
デ
ル
マ
イ
ヤ （『
大
聖
堂
の
生

成
』） 

と
ヤ
ン
ツ
ェ
ン （『
ゴ
シ
ッ
ク
の
芸
術
』
い
ず
れ
も
小
社
刊
）、 

そ
れ
に
こ
の
度
の

フ
ラ
ン
ク
ル
の
二
著
の
刊
行
に
よ
っ
て
、  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
独
自
の
芸
術
的
現
象

で
あ
る
ゴ
シ
ッ
ク
関
連
の
基
本
的
学
術
情
報
の
開
示
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
訳
者
二
〇
年
の
学
術
的
配
慮
は
、 

関
連
す
る
諸
文
献
の
渉
猟
・
調
査
と
、 

原
書
で
は

不
十
分
な 「
詳
細
索
引
」 

を
完
備
し
て
、  

こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
海
と
も
い
う
べ
き
文
献

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
容
易
に
す
る
、 

そ
れ
自
体
が
事
典
的
機
能
を
備
え
た
一
〇
〇
ペ
ー

ジ
余
に
及
ぶ
厖
大
な
項
目
を
網
羅
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
包
括
的
一
次
資
料
の
収
集
と
文
献
批
判
を
満
載
し
た
大
著
が
、 

わ
が
国
斯
学
の

学
術
的
方
面
の
大
き
な
参
照
と
裨
益
に
資
す
る
こ
と
大
な
る
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
本
書
の
特
質
】



本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
章
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
生
き
た
人
び
と
が
残
し
た
歴
史
的
資
料
に
つ
い
て

第
二
章
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
以
後
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
の
後
代
の
人
び
と
の
ゴ
シ

　
　
　
　
　
ッ
ク
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
偏
見
の
歴
史
に
つ
い
て

第
三
章
は
、
ロ
マ
ン
主
義
者
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
再
発
見
に
つ
い
て

第
四
章
は
、
学
問
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
研
究
の
開
始
に
つ
い
て

第
五
章
は
、
芸
術
論
の
中
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て

第
六
章
は
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
様
々
な
ゴ
シ
ッ
ク
研
究
に
つ
い
て

第
七
章
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
に
関
す
る
研
究
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（「
訳
者
あ
と
が
き
」
よ
り
抜
粋
）

本
書
に
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
関
し
て
そ
の
基
本
原
理
に
か

か
わ
る
批
評
や
注
釈
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は

文
献
目
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
個
々
の
建
物
に
か
か

わ
る
歴
史
デ
ー
タ
集
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書
が
問
題

と
し
た
の
は
、
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
以
来
、
一
つ
の
総
体
と

し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
現
象
に
つ
い
て
、 
何
が
考
え
ら
れ
て
き

た
の
か
、  

何
が
書
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
著
者
「
ま
え
が
き
」
よ
り
）

　   

ま
え
が
き

　
　
第
二
刷
の
た
め
の
ま
え
が
き

　
　
口
絵
・
挿
図
目
録

第
一
章
　
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
資
料

　
　
一
　
サ
ン
・
ド
ニ
修
道
院
長
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル

　
　
二
　
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス

　
　
三
　
ヴ
ィ
ラ
ル
・
ド
・
オ
ヌ
ク
ー
ル
と
マ
ギ
ス
テ
ル
三

　
　
四
　
マ
ギ
ス
テ
ル
二
と
ロ
ッ
ジ
秘
伝

　
　
五
　
ブ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
の
年
代
記

　
　
六
　
シ
ャ
ル
ト
ル
、
ミ
ラ
ノ
、
ヘ
ロ
ナ
の
専
門
評
価

　
　
七
　
中
世
に
お
け
る
建
築
論
と
美
学

　
　
八
　
石
工
ギ
ル
ド
と
石
大
工
ロ
ッ
ジ

　
　
九
　
中
世
詩
人
の
建
築
幻
想

　
　
一
〇
　
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
文
化

第
二
章
　
ゴ
シ
ッ
ク
に
対
す
る
反
抗
期

　
　
一
　
初
期
人
文
主
義

　
　
二
　
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
判
断

　
　
三
　
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
態
度

　
　
四
　
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
（
一
五
三
〇
〜
一
六
〇
〇
）

　
　
五
　
十
六
世
紀
ド
イ
ツ

　
　
六
　
十
七
世
紀
ド
イ
ツ

　
　
七
　
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン

　
　
八
　
十
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス

　
　
九
　
十
八
世
紀
の
通
俗
的
見
解

　
　
一
〇
　
十
八
世
紀
の
本
格
的
判
断

第
三
章
　
ゴ
シ
ッ
ク
に
む
か
う
転
換
期

　
　
一
　
若
き
ゲ
ー
テ

　
　
二
　
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
と
い
う
語

　
　
三
　
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
の
概
念

　
　
四
　
無
限
な
も
の
と
い
う
概
念

　
　
五
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義

　
　
六
　
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
の
ロ
マ
ン
主
義 

第
四
章
　
科
学
的
傾
向

　
　
一
　
形
態
学
的
・
部
材
論
的
研
究
の
始
ま
り

　
　
二
　
本
質
的
部
材
の
発
見
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
起
源

　
　
三
　
最
初
の
大
総
合

　
　
四
　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
教
化
的
美
学

　
　
　
　
　―

ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル

　
　
五
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
合
理
化

　
　
六
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
形
式
と
内
容
に
関
す
る
観
念
論
的
美
学

　
　
七
　
実
証
主
義
的
動
向

第
五
章
　
科
学
的
学
問
と
し
て
の
芸
術
研
究

　
　
一
　
眼
の
た
め
の
芸
術

　
　
二
　
ゴ
シ
ッ
ク
の
「
芸
術
意
志
」
に
つ
い
て
の
リ
ー
グ
ル
説

第
六
章
　
問
題
の
枝
分
れ

　
　
一
　
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
の
認
知

　
　
二
　
新
ロ
マ
ン
主
義

　
　
三
　
ゴ
シ
ッ
ク
技
術
説

　
　
四
　
印
象
主
義

　
　
五
　「
ゴ
シ
ッ
ク
人
」

　
　
六
　
民
族
現
象
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク

　
　
七
　
社
会
主
義
と
ゴ
シ
ッ
ク

　
　
八
　
思
想
史
に
む
か
う
傾
向

　
　
九
　
リ
ズ
ム
、
比
例
、
調
和
の
研
究

　
　
一
〇
　
現
代
の
逸
脱

第
七
章
　
本
質
的
原
理
の
追
究

　
　
一
　
壁
の
構
造
に
か
か
わ
る
理
論

　
　
二
　
様
式
的
対
極
性

　
　
三
　
リ
ブ
に
関
連
す
る
問
題

　
　
四
　
交
差
リ
ブ
ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
美
的
・
様
式
的
機
能

　
　
五
　
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質

補
遺
／
口
絵
（
巻
末
図
版
）
／
訳
者
あ
と
が
き
／
索
引
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パウル・フランクル　著 黒岩俊介　訳

西
洋
思
想
史
、 

西
洋
建
築
史
、 

西
洋
美
術
史
研
究
者
・
研
究
室
／
博
物
館
・

美
術
館
・
学
芸
員
／
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
／
大
学
・
公
共
図
書
館
な
ど

本
書
を
お
薦
め
す
る
方
々

関連書籍

黒
岩
俊
介
（
く
ろ
い
わ
　
し
ゅ
ん
す
け
）

一
九
五
二
年
福
岡
市
生
ま
れ
。
一
九
七
一
〜
七
四
年
フ
ラ
ン
ス
留
学
。

会
社
勤
務
後
、
一
九
九
〇
年
九
州
大
学
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
了
。

工
学
博
士
。
西
南
女
学
院
短
期
大
学
助
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
一
年
ま

で
広
島
工
業
大
学
環
境
学
部
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
。

著
書
に 『
聖
堂
の
現
象
学―

プ
ル
ー
ス
ト
の
「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」

に
み
る―

』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、 

二
〇
〇
六
年
）。 

訳
書
に
ハ
ン
ス
・

ゼ
ー
デ
ル
マ
イ
ヤ
『
大
聖
堂
の
生
成
』（
共
訳
、 

中
央
公
論
美
術
出
版
、 

一
九
九
五
年
）、
ル
イ
・
グ
ロ
デ
ッ
キ 『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
』 （
共
訳
、 

本
の

友
社
、
一
九
九
七
年
）、
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ュ
カ
ン
監
修
『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
事
典
』（
共
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

パ
ウ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
（Paul Frankl :1878-1962

）

ド
イ
ツ
の
美
術
史
学
者
。
一
八
七
八
年
、
プ
ラ
ハ
の
著
作
家
・
学
者
の
家

系
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
旧
家
に
生
ま
れ
る
。
は
じ
め
建
築
を
学
ぶ
が
、
一
九
一

〇
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
て
、
南
ド
イ
ツ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
関
す

る
研
究
で
博
士
号
を
取
得
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
に
師
事
し
、

一
九
二
一
年
に
ハ
レ
・
ヴ
ィ
テ
ン
ブ
ル
グ
大
学
美
術
史
教
授
に
就
任
、
理

論
的
関
心
を
中
世
建
築
に
応
用
し
始
め
る
。
一
九
三
三
年
米
国
に
亡
命
。

業
績
は
芸
術
哲
学
の
領
域
に
も
及
び
、
様
式
概
念
の
検
討
や
芸
術
学
の
体

系
化
を
試
み
た
。

著
書
「
十
五
世
紀
の
バ
イ
エ
ル
ン
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
に
お
け
る
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」 （
一
九
二
一
）、 「
芸
術
学
の
体
系
」 （
一
九
三
八
）、 「
ゴ
シ
ッ

ク
と
は
何
か
」（
一
九
六
〇
）、「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
大
成
」（
一
九
六
二
）
等
。

訳
者
紹
介

著
者
紹
介

ゴシックとは何か ―八世紀にわたる西欧の自問―


